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キャンプの種類 対象（キャンパー）の特徴 指導の留意点

幼児キャンプ
・体験が不足している
・保護者と離れた体験が少ない
・好奇心，冒険心が旺盛

・幼児の興味，好奇心，探求心をくすぐるようなプログラム。
・幼児の体力，集中力などの身体的，精神的発達に応じたプログラムと
安全管理。
・基本的生活習慣など個人差が大きいので，行動を焦らせない。
・安全配慮しながら，できるだけ自分でできるように。

青少年キャンプ

・体験が不足している
・コミュニケーション能力の低下
・好奇心，冒険心が旺盛
・身体的，精神的発達が大きい

・自分と他者とのコミュニケーションを促進する。
・個人の挑戦心，冒険心をくすぐるようなプログラム。
・個人の興味に応じた選択プログラムを用意する。
・安全配慮しながら，できるだけ自分でできるように。

高齢者キャンプ
・健康状態に不安
・経験が豊富である
・自分の好みがはっきりしている

・事前の健康調査及びキャンプ中の健康管理に注意する。医師や看護
士の常駐，医療機関の把握，救急体制を十分取ること。
・個人の興味に応じたプログラム，とくに選択プログラム，自主的に参加
可能なプログラムを十分用意する。
・本人の自主的な行動が重要であるが，自分勝手な行動を取ってしまう
ケースもあるので注意する。

ディキャンプ
・リピーター（過去の経験者）が多い
・活動への興味，関心が高い
（活動が決まっていることが多いので）

・シリーズとしての流れ，目的を大切にした計画
・１回として十分楽しめる内容，活動への満足感を持たせる
・既知の仲間と初参加者とのコミュニケーションに配慮する

短期キャンプ
・キャンプへの参加意識が高い
・キャンプへの期待が高い
・狭い年齢構成

・いろいろな活動を詰め込みすぎない
・野外炊事活動と本部からの食事の提供，食堂の利用を効果的に。
・単なる体験しただけ，楽しんだだけに終わらない学習効果を高める工
夫

長期キャンプ

・キャンプの興味関心が二極化
（非常に高いか低い）
・キャンプへの期待が高い
・幅広い年齢構成

・ねらいを達成するためのプログラムの流れを考える
・臨機応変な対応可能な設定
・参加者の本心が現れ，参加者同士で問題解決できる支援

療育キャンプ
・からだやこころに障害を抱えている
・日毎で心身の変化を見せることもあ
る

・キャンプカウンセラーの専門的知識が大切
・指導者が多くなるので，指導者間のコミュニケーションが大切
・キャンプの効果を焦らずねばり強い支援

エコロジーキャンプ
・環境問題に意識が高い
（参加目的がはっきりしている）

・キャンプ生活，活動のすべてにわかって一貫した方針で実施
・指導者自身の行動，キャンプ場の理念などもねらいに統一しているこ
と

冒険キャンプ
・身体的，精神的に強い参加者が多い
・チャレンジ精神が旺盛

・参加者の身体とこころの安全への配慮
・個人の挑戦とグループでの挑戦の融合（活動の難易度も大切な要素）
・ストレスと静養のバランス

ユニバーサルキャンプ
・参加者の年齢層，参加動機が幅広い
・参加者が可能な活動が幅広い

・事前の健康調査及びキャンプ中の健康管理に注意する。医師や看護
士の常駐，医療機関の把握，救急体制を十分取ること。
・個人の興味に応じたプログラム，とくに選択プログラム，自主的に参加
可能なプログラムを十分用意する。
・キャンプカウンセラーの専門的知識が大切
・指導者が多くなるので，指導者間のコミュニケーションが大切

学校教育キャンプ
・学校教育の人間関係をひきずる
・参加意識は幅広い
（全員強制的参加）

・学校における人間関係を引きずらない，あえて崩す工夫
・学校からの指導依頼の場合，キャンプのねらいやキャンプに対する考
え方等を十分に教員と打ち合わせる

各キャンプの特徴と留意点
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